
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
吸
着
さ
せ
て
、

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
（
ろ
布
）
で
捕

集
し
ま
す
。

⑤
触
媒
を
使
い
、
酸
化
分
解
し
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
有
害
物
質
へ
の
対
策

①
ば
い
じ
ん
は
、
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー

で
捕
集
し
ま
す
。

②
硫
黄

い
お
う

酸
化
物
や
塩
化
水
素
は
、
消

石
灰
と
化
学
反
応
さ
せ
無
害
化
し
、

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
捕
集
し
ま
す
。

③
窒
素
酸
化
物
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
と

化
学
反
応
さ
せ
無
害
化
し
、
触
媒

脱
硝
塔
で
取
り
除
き
ま
す
。
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新新新新ししししいいいいごごごごみみみみ処処処処理理理理施施施施設設設設

中中中中遠遠遠遠ククククリリリリーーーーンンンンセセセセンンンンタタタターーーーがががが
稼稼稼稼働働働働ししししまままますすすす

新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の
特
長

◆
高
温
で
灰
ま
で
溶
か
し
ま
す

中
遠
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

可
燃
ご
み
や
可
燃
性
の
粗
大
ご
み

（
た
ん
す
、
布
団
、
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど
）

の
ほ
か
、
下
水
や
し
尿
の
汚
泥
な
ど

も
焼
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
た
だ
単
に
燃
や
す
だ
け
で

は
な
く
、
燃
え
な
い
物
質
（
灰
分
な

ど
）
も
、
１，
７
０
０
〜
１，
８
０
０
℃

の
高
温
で
溶
か
し
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
環
境
対
策
も
万
全
で
す

排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
や
窒
素
酸
化
物
、
飛
灰
（
排
ガ
ス

中
の
灰
）
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の

排
出
を
様
々
な
方
法
で
抑
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
有
害
物
質
に
つ
い
て
は
、

法
律
よ
り
厳
し
い
自
主
基
準
値
に
よ
り

排
出
管
理
を
行
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。

〈
排
ガ
ス
処
理
〉

◎
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

①
ご
み
を
高
温
処
理
す
る
こ
と
で
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
抑
え
ま
す
。

②
ご
み
か
ら
発
生
し
た
熱
分
解
ガ
ス

も
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
を
分
解
し
ま
す
。

③
高
温
の
排
ガ
ス
を
急
冷
し
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
再
合
成
域
（
３
０
０
℃
）

を
一
気
に
通
過
さ
せ
る
こ
と
で
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
再
合
成
を
抑
え

ま
す
。

④
排
ガ
ス
中
に
活
性
炭
を
吹
き
込
み
、

〈排ガス排出規制値〉

法規制値

1.0ng-TEQ/Nm3以下

0.08g/Nm3以下

約3,100ppm以下

約430ppm以下

250ppm以下

物質名

ダイオキシン

ばいじん

硫黄酸化物

塩化水素

窒素酸化物

自主規制値

0.05ng-TEQ/Nm3以下

0.01g/Nm3以下

20ppm以下

40ppm以下

30ppm以下



中遠クリーンセンターの稼働に伴い、豊沢にあるこれまでのクリーンセンターへの可
燃ごみの搬入は、3月22日(土)で終了となります。
3月24日(月)以降の可燃ごみの搬入は、新しい中遠クリーンセンターへお願いします。
搬入開始日 3月24日(月)～
搬入受付時間 ▽月～金曜日…午前9時～午後0時15分、午後1時～午後4時30分
▽土曜日…午前9時～正午
手数料　▽100kg以下…7円/kg
▽100kg超…13円/kg

搬入経路　次の①～⑤の手順で
搬入してください。
①出入口（市道東同笠油山線）
から入場
②計量棟にて車両を計量
③プラットホームでごみ投入
④計量棟にて再び車両を計量
し、手数料を払う
⑤出入口から出場
◇日曜日、祝日、年末年始は休みです。
袋井市森町広域行政組合清掃センター建設課建設係　223-9217
中遠クリーンセンター　230-0530

問�

◆
焼
却
熱
の
有
効
利
用

ご
み
を
燃
や
し
た
熱
に
よ
り
発
電

を
行
い
、
中
遠
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

内
の
電
力
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

ま
た
、
余
熱
は
場
外
施
設

へ
送
り
、
無
駄
な
く

利
用
し
ま
す
。
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〈
飛
灰
処
理
〉

飛
灰
（
排
ガ
ス
中
の
灰
）
は
、
バ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
捕
集
後
、
薬
剤
で

安
定
さ
せ
、
無
害
化
し
ま
す
。

そ
の
他
の
物
質
は
高
温
で
溶
か
し

資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め
、
中

遠
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
生
す

る
埋
め
立
て
物
は
、
こ
の
飛
灰
の
み

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
ご
み
処
理
施
設
と
比
べ
、
最
終

処
分
量
を
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
溶
融
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す

中
遠
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

燃
え
な
い
物
質
（
灰
分
な
ど
）
を
さ

ら
に
高
温
の
溶
融
炉
で
溶
か
し
て
ス

ラ
グ
（
砂
に
似
た
物
質
）
と
メ
タ
ル

（
金
属
の
か
た
ま
り
）
に
し
ま
す
。

ス
ラ
グ
は
、
砂
の
代
わ
り
と
し
て

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
合
材
な
ど
に
、
メ

タ
ル
は
建
設
機
械
の
重
り
な
ど
に
再

利
用
さ
れ
ま
す
。

新しいごみ処理施設「中遠クリーンセンター」が稼働します

3月24日(月)からの可燃ごみは
新しい中遠クリーンセンターへ

中遠クリーンセンター施設概要

■所在地　袋井市岡崎6635番地の192（右図参照）
■工事費　62億2,650万円
■施設構造　地下1階、地上4階
（敷地面積　約12,000㎡　延床面積　約7,800㎡）
■処理能力　132トン/日（66トン/日×2炉）
■処理対象物 可燃ごみ、可燃性粗大ごみ（たんす、
布団、じゅうたん類）、破砕処理残さ、下水汚泥、
し尿汚泥

中
遠
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
含
む
施

設
エ
リ
ア
全
体
の
愛
称
を
公
募
し
た
と

こ
ろ
、
１
５
１
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
、

根
津
和
弘
さ
ん
（
山
田
）
の
「
サ
ン
サ

ー
ラ
い
ご
お
か
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

施
設
エ
リ
ア
の
愛
称
が

「
サ
ン
サ
ー
ラ
い
ご
お
か
」
に
決
定

〈
再
資
源
化
の
例
〉

〈
愛
称
の
意
味
〉

「
サ
ン
サ
ー
ラ
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
で
「
自
然
界
の
循
環
」、「
再
生
」、

「
生
ま
れ
変
わ
る
」
を
意
味
す
る
言
葉
で

す
。
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
が
、
も
の

の
再
利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
発
信
源
と

な
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。

特集


